








【要約】1975 年以降,学校検尿で初めて尿異常を指摘され,精査の結果,水腎症,尿路奇形,

逆流腎症などが認められた 10症例を報告した。8例で泌尿器科的手術を施行,1 例が末期腎

不全,4 例が軽度腎機能低下をきたした。従って,小児期の末期腎不全の防止にとり無視で

きない問題を含んでいる。今後,特に,軽度の無症候性蛋白尿の取扱い方を再検討する必要

があり,画像診断なども積極的に取入れていくべきであろう。 


